
 

例1） 低学年向け  （40 分） 

・導入（障がいについて） 
・ビデオ 
・疑似体験 2 つ 
  ＊どうして上手くできないの？ 
  ＊こんな風に聞こえているかも 
・紙芝居 
・児童の皆さんとふり返り 

心をそだてる 小学生向け出前講座のご案内

見た目では分かりにくい障がい 

(知的障がい)を学ぼう！
 

Kokua(コクア)は、横浜市南区の障がい児者の将来を考える会「泉の会」(親の会)に所属する 

グループです。「障がいのある人もない人も人はみんな違うけど、感じる気持ちは 

『みんないっしょ』」をテーマに、学校や地域に出向き活動しています。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

①  紙芝居 

「みんないっしょ」 

小学 4 年生のお姉ちゃんが、 

知的障がいのある弟の心配なところや好きなところを話します 

③ ビデオ 

「みんないっしょ」 

障がいのある方の普段の様子から、障がい特性や行動の 
理由を説明します 

 

② 気持ちを感じる疑似体験 

 

 

・「言葉がわからない・伝わらない」 

「あ～」と「う～」だけで、したいこと 
を伝える役と、理解する役 
それぞれの立場にチャレンジします 

 
 

 

・「どうして上手くできないの？」 

軍手（手袋）をはめて、時間制限もある 
中で折り紙をします 
声かけにも色々な効果が！ 

 

 

 

・「こんな風に聞こえているかも」 

全ての音が同時に聞こえてしまい 
大切な情報が聞き取りにくい 
状況を体験します 
 

 
 

＜いままでの活動例＞ 

 

 

 
 

＊内容や時間については打ち合わせにて決定します。 

＊教室でも体育館でも対応します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

5分 

5分 5分 10分 

例2） 高学年向け  （40 分） 

・導入（障がいについて） 
・疑似体験 3 つ 
  ＊言葉がわからない・伝わらない 

＊どうして上手くできないの？ 
  ＊こんな風に聞こえているかも 
・ビデオ 
・児童の皆さんとふり返り 

●多様性の理解

●障がいのある人への優しい気持・視点 

●上手くいかない時もある、そんな時『みんなそれぞれ違うけど、 

それでもいいんだ 自分も OKだ！』と、思ってほしい 

 児童からの感想 

●苦手なことは人それぞれ 

●自分だけじゃないんだと安心した 

●知的障がいの人に会ったら優しくしたい 
●そっとしてほしいときには見守る 

●困っているのか聞いてお手伝いしたい 

●障がいのある兄弟の気持ちが少しわかった 

 

こちらの二次元コードから、 

出前講座の紹介動画を 

ごらんください。 

 

お問合せ  

10分 

mailto:kokua2010minami@ymail.ne.jp

